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味を考えると、大きく二つの重要性を指摘することができる。まず第一に、民族構成に関するデータという統計の意味合いである。この点について 統計制作当局の言葉を引用するならば、 「人口センサスの結果からえ れる統計は、政策の作成、計画、政策管理プロセスで利用される。そのなかでも人口規模、民族構成
0
、人口の分布、





まで残されてい ことが改めて注目される。 「マレーシア国民」意識の醸成を促進するのであれ「マレーシア国民か否か」を問えばよいも を、あえてその下位アイデンティティー ある所属民族集団意識を「問う」人口センサスは今日もなお、そ 情報が必要とされていること 意味する。見方を変えれば、民族に関する項目が残されていることから、この民族別のさまざまな統計を「政府が」把握可能になっ を意味する。さらに利用者の立場らみれば、政府 把握しデータがどの程度「利用可能」もしくは「公表されうる」かが、マレーシアの人口センサス 意味有用性に関わることを意味する。　
また、民族分類に関しては一言


















































































徴は、一九九一年以前の人口センサスにはあったが、それ以降なくなった項目から見えてくる。具体的には、 「日常的に使う言語」 「婚姻に関する項目（初婚年齢、婚姻回数、婚姻期間） 」がなくなった他、 「移動に関する 」および「住宅に関する状況」もまた極端に少なくなった。　
移動に関する調査項目としては、


















ると、マレーシア政府が一九九〇年まで（つまりＮＥＰ実施時期）は、マレー人社会の「国内人口移動＝農村居住者の 人がどのように、どこへ移動したか」に関心を寄せていたものの 一九九一年以降になると その関心が薄まり、逆にマレー人を中心としたレーシア人の高等教育修学状況や
急速に増加した外国人労働者や留学生へ、その関心をシフトさせたことが推測される。　
高等教育の修学状況について、



























































国内人口移動 Migration and Population Distribution 2010 2014年10月17日
世帯別特徴 Characteristics of  Household 2010 2014年１月29日
経済活動の特徴 Economic Characteristics of the Population 2010 2014年１月16日
教育と社会変動 Education amd Social Characteristics of the Population 2010 2013年７月18日





















と一〇年前から八％も上昇している。この傾向はすべての民族に当てはまる。なかでもブミプトラは六一％から七〇・五％へと急速に上昇し い そ 他、華人が五七・八％から六一・八％、インド人が五九・八％から六六・六％とそれぞれ上昇している。こうした上昇傾向のなかで、顕著な変化は女性の学歴状況だ。同じく中等教育以上の学歴を有している人が占める比率は、マレーシア全体では五七・〇％から六八・九％へと上昇し、男性の水準（六六・八％）を超えた。この傾向もまたすべての民族に当てはまり、特にブミプトラでは女性が 一・三％であるのに対し、男性が六九・七％となっている。一九八〇年代には消えていた「性差」が再び現れてきた。　
このように現段階では、 「ブミ
プトラ社会」の成果と思われるデータに関しては政府が積極的に公表しているものの、その他のデータに関しては公表されていない。今後の公表により、光だけでなく「影」もまた読み解くこととしたい。（とりい
　
たかし／明治大学商学
部教授）
